
（9）2017年（平成29年）12月

平成２９年１２月１日
発　　　行

一般財団法人  稚内市体育協会
会　長　岡　谷　繁　勝

稚内市富士見４丁目
稚内市総合体育館内

（一財）稚内市体育協会事務局
TEL28－1111／FAX28－1112

E-mail:taikyo@wakkanai-sports.or.jp
URL http://www.wakkanai-sports.or.jp

〒097－0027

第122号

～ ス ト ッ プ ・ ザ ・ 交 通 事 故 死 ～

【
功　

労　

賞
】

　

◆
藤
原　

回
向 

さ
ん

　
　

（
柔
道
連
盟
）

　

◆
辻
内　

栄
一 
さ
ん

　
　

（
柔
道
連
盟
）

　

◆
崎
出　

幸
行 

さ
ん

　
　

（
ス
キ
ー
協
会
）

　

◆
倉　
　

弘
子 

さ
ん

　
　

（
水
泳
協
会
）

　

◆
吉
川　

利
明 

さ
ん

　
　

（
サ
ッ
カ
ー
協
会
）

【
功　

績　

賞
】

　

◆
福
田　

裕
美 

さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）

　

◆
武
山　

淳
一 

さ
ん

　
　

（
軟
式
野
球
連
盟
）

　

◆
田
中　

誠
一 

さ
ん

　
　

（
卓
球
協
会
）

　

◆
横
澤　

輝
樹 

さ
ん

　
　

（
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　

ボ
ー
ル
協
会
）

　

◆
阿
部
陽
太
郎 

さ
ん

　
　

（
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　

ボ
ー
ル
協
会
）

　

10
月
9
日（
月
）体
育
の
日
に
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稚
内
海
員
会
館
を
会
場
に
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体
育
協
会
表

彰
式
並
び
に
祝
賀
会
が
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行
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れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
工
藤
稚
内
市
長
を
始
め
多
く
の
来
賓
を
含
む
、
お
よ
そ
1
6
0
人

の
関
係
者
が
集
い
、
長
年
に
わ
た
り
本
市
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
に
、
岡
谷
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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興
と
し

て
行
わ
れ
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で
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長
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ー
ツ
少
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団
の
育
成
に
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指
導
者
の
方
々
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道
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績
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収
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れ
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の
日
表
彰
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に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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平成29年度  表 彰 受 賞 者 紹 介

　稚内市体育協会は、スポーツの普及並びに競技力向上を図り
ながら、地域の活性化に貢献できる事業として、各種スポーツ
大会の誘致を進めております。
　市民の皆さんの観戦と、地元選手にご声援くださるようご案
内いたします。

日にち：平成30年1月13日（土）
時　間：9時30分から15時00分まで
場　所：稚内市少年自然の家
対　象：小学校1年生から4年生まで50名
参加費：500円
内　容：雪遊び、スノーチュービング　他

わんぱくチャレンジ厳寒
「雪であそぼう」

日にち：平成30年1月27日（土）、28日（日）
　　　　2月3日（土）、4日（日）の4回開催
時　間：9時00分から13時00分まで
場　所：道立宗谷ふれあい公園、声問川
対　象：小学生とその家族　各回30人
参加費：1人500円
内　容：氷上穴釣り

※詳しくは学校から配られるチラシを見て下さい。

本気で自然体験
「厳寒氷上穴釣り」

日時●平成30年1月28日（日）
　　　※降雪状況により変更あり
会場●稚内市こまどりスキー場
主催●北海道スキー連盟
　　　スノーボード部
主管●稚内スノーボード協会
参加予定人数●50人

功労賞　辻内栄一 氏功労賞　辻内栄一 氏功績賞　田中誠一 氏功績賞　田中誠一 氏

有功賞　和田麗音 さん有功賞　和田麗音 さん20年指導者　三浦　恒 氏20年指導者　三浦　恒 氏優秀個人　堀　瑠真 くん優秀個人　堀　瑠真 くん

全 道 大 会
開催のお知らせ

第2回北海道スノーボード協会公認
ストレートジャンプ

サーキット戦こまどりカップ

昨年の様子昨年の様子

自然の家から主催事業のお知らせ

昨年の様子昨年の様子

余興のカローリング余興のカローリング
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日本・北海道選抜選手の紹介日本・北海道選抜選手の紹介
稚内から日本・北海道の選抜として全国やアジアの舞台で活躍する選手が増えてきました。
今号ではそんな中学生アスリート3選手を紹介します。
日本やアジアの猛者たちと高いレベルの中でしのぎを削っている3選手に今後も期待しましょう。

　稚内市スポーツ少年団では、スポーツ少年団の指導者や育成会員と学校関係者が
理解を深めるとともに、スポーツ少年団と学校の運動部が同じ考えで子供たちがス
ポーツに取り組めるようにと研修会を開催しています。

１．日　　程　平成29年12月16日（土）午後4時から
２．会　　場　ＡＮＡクラウンプラザホテル稚内 2階 鳳の間
３．研修内容　
　　①アスリートへの入口
　　　講　　師　　鈴木　桂治　氏（元柔道日本代表・国士舘大学柔道部監督）
　　②幼児期のスポーツ活動と指導者の役割
　　　講　　師　　富田　寿人　氏
　　　　　　　　　（日本スポーツ少年団常任委員・静岡理工科大学教授）
　　③子ども達の体力維持・増進とその取組
　　　事例発表　　吉田　一栄　氏（オアシス保育園施設長）
　　　　　　　　　中村　正人　氏（稚内南部柔道スポーツ少年団指導者）

　毎年体育協会と加盟団体でスポーツの普及と各
種目の競技力向上を目指して、国内及び道内のト
ッププレーヤーや優秀な指導者を招き講習会を開
催しています。
　今年は柔道連盟の主催で
2004年アテネ五輪柔道100kg
超級金メダリストで、現在は国
士舘大学柔道部監督の鈴木桂治
氏を招き開催されます。

１．日程　平成29年12月17日（日）午前9時
２．会場　稚内市緑体育館（緑2丁目）
３．対象　小中高一般柔道連盟員・柔道愛好者

日本オリンピック委員会
ホームページより抜粋

　10月26日～31日まで韓国の木浦フットボー
ルセンターで行なわれた、「エリートプログラム
U-14韓国遠征JOC日韓競技力向上スポーツ交流
事業」にU-14日本選抜として参加しました。
　日本各地のトレセン選考会などから20人が選
抜され、佐藤くん以外の19人はクラブチーム所
属選手で、中学校サッカー部所属として選抜され
たのは全国で佐藤くん1人でした。
　今回はトレーニングの他にU-14韓国選抜との
試合も行われ、南中学校ではフォワードでプレー
していますが、サイドバック（ＤＦ）として出場し
て活躍しました。
　９月には中国でアジアから６ヵ国が参加して行
われた「第1回CCFC武漢カップ」にもU-14日
本選抜として参加し、スタメンで出場するなどチ
ームの準優勝の原動力となりました。
〔佐藤くんのコメント〕
　守備面では体を張ってゴールを守り、1対1の場
面でも韓国選手にも勝ち、ボールを奪い切ることが
でき、攻撃面でもオーバーラップやスプリントし
て攻撃に絡むことが
できました。
　チーム全員で色々
な事を意識高くでき
たので良かったです。
　オフでも韓国の人
と交流できて楽しか
ったです。

　12月12～20日まで三重県の鈴鹿スポー
ツガーデン水泳場で行われる「2017年度ナ
ショナル強化選手合宿」に参加することが決
まりました。
　ナショナル合宿は、全国大会で参加標準記
録を突破した選手が集まる場所であり、全国
の選手が目標としている合宿です。参加者は
オリンピック準候補選手として2020年東京
五輪や2014年パリ五輪が狙える選手達です。
　大日向くんは８月に行われた「全国中学水
泳競技大会」で平泳ぎ100㍍・200㍍の参加
記録を大きく突破しました。
　中学2年男子で平泳ぎ100㍍と200㍍の両
方を記録突破している選手は大日向くんだけ
で、両距離ともに一番速いタイムであります。
〔大日向くんのコメント〕
　目標だったタイムを突破してナショナル合
宿に参加することになりとても楽しみです。
　全国のライバルたちと一緒に練習出来て刺
激になると思います。
　将来の夢はオリンピ
ックで金メダルなので、
高いレベルの泳ぎを吸
収して、今よりもタイ
ムを伸ばしていきたい
です。

大日向 海 斗 くん
（稚内スイミングクラブ／稚内東中学校2年）

佐 藤 陽 成 くん
（稚内南中学校サッカー部2年）

スポーツ少年団・学校交流研修会の開催
スポーツの普及と競技力向上を目指して
「柔道講習会」

田 中 宏 季 くん
（稚内潮見が丘中学校野球部3年）

スポーツ少年団だより

U-14日本選抜（下段左：佐藤くん）U-14日本選抜（下段左：佐藤くん）

　11月20日～23日まで台湾で行わ
れた「第6回U-15軟式野球アジア選
手権大会」に参加するU-15北海道選
抜に内野手として宗谷管内からただ１
人選考されました。
　田中くんは８月に白老町で開かれた
選考セレクションに参加し、試合形式
のバッティングやベースランニングな
どの種目テストを受け、参加者63人の
中から見事22人の1人に選ばれました。
　選考後はアジア選手権大会に向けて
鵡川町や帯広市など全道各地で５回の
合宿を行いチーム力を高めました。
　北海道・東北・福岡選抜の３チーム
と台湾の４チームの計７チームでリー
グ戦と決勝トーナメントを行い、北海
道選抜は予選リーグ１勝１分１敗で４
チーム中３位と
なり決勝リーグ
進出とはなりま
せんでした。
　３位・４位リ
ーグでは全勝し
て総合順位は５
位でした。


